
 

「地区防災計画ガイドライン」ってどんなもの？ 

防災研究学習会  2019秋 

「自分の命は自分で守る…」最近の防災報道で散々聞か

される言葉です。「そんなんわかってる！」と、思いつつ、さてど

こに逃げるの？え～と役所からの避難マップ、どこだったかな。 

こんな実態に、内閣府は「日ごろから、地域で防災について

考えましょう」と、みんなでつくる地区防災計画を推奨してい

ます。異常気象が普通気象になっている現在、公助と自

助・共助をうまくミックスさせた地区単位の防災計画が必要

です。国の検討委員として計画策定に参加されたアルパック

（地域計画建築研究所）の清水紀行さんに解説をお願

いしました。「災害に備えるキホンのキ」を学習の場です。 

2019年 9月 20日（金）pm7:00~ 

  大阪グリーン会館２階 会議室 

講師 清水紀行さん 

   （株）地域計画建築研究所 

    都市・地域プランニンググループチーム長 

      主催：防災まちづくり研究会 （大阪自治体問題研究所・大阪から公害をなくす会・ 

    国土交通労働組合近畿地方協議会・大阪自治体労働組合総連合） 

連絡先：大阪自治体労働組合総連合 

      電話：06-6354-7201  Ｅ-mail：mado@osaka-jichiroren.jp  

 


